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㸯 ࡟ࡵࡌࡣ 

� 現代は急激なグローバル社会の進行とともに，環境問題や

地域紛争をはじめとする諸課題が顕在化し，国際的な連携に

よる対応が強く求められている。我が国の現状は，相次ぐ自

然災害や人口減少と少子高齢化による社会全体の活力の低下，

子供の貧困率の上昇等，厳しい社会状況が続いている。そし

て，児童が成人し，社会で活躍する頃は，グローバル化の進

展や絶え間ない技術革新等によって社会構造や雇用環境が大

きく変化し，現在とは社会の様相が大きく変化していること

が予想される。そのため，これからの学校は一人一人の子供

の多様性を生み出し，子供たちが他者と協働しながら価値の

創造に挑み，未来を切り開いていく力を身に付けられるよう

にしていく必要がある。教育課程の編成に当ってもこのこと

を強く意識しながら実施していくことが求められる。 
㸰 ᡤἑᕷྲྀࡢ⤌ 

� 本市の教育基本理念は『みんなが持っている 3 つの“宝”

を掘り起こして大きく育てます』であり，その 3 つの宝を①

心身のたくましさ②未来を拓く知恵③ふるさと所沢を愛する

心，としている。平成 23年度から学力向上推進事業として『学

び改善プロジェクト』，『学び創造プラン』に取り組んできた。

これは，学校・家庭・地域が連携して，児童生徒の学力向上

のための取組を推進していくもので，6 年間で確実な成果を上

げてきた。『学び改善プロジェクト』（H23～H25）は，確か

な学力の定着のために，授業の構造化を図ることから始め，

『学び創造プラン』（H26～H28）では，児童生徒一人一人の

主体的な「学び」を創造することを目指し，学校では，教師

が 1 時間の授業で何を学ばせ，何を身に付けさせるかを模索

し，児童生徒に「わかる・できる喜び」を味わわせる授業づ

くりに取り組んだ。 
� また，家庭では，ノーメディアの時間の中で家読（うちど

く）をすすめること，地域では，地域の教育力を活用した体

験活動の充実を図り，学校・家庭・地域の連携を進めた。現

在は『学び創造アクティブプラン』（H29~H31）として今ま

での事業を継承しつつ「主体的・能動的」な取り組みとなる

よう，市内 47 校の小・中学校が様々なアプローチで授業改革

と，家庭や地域の教育力を生かした取組を進めている。�  
 
 
 
 

 
 
 
 
㸱 ᮏᰯࡢᴫせ  

� 本校は，創立 145 年の伝統と歴史があり，児童数 311 名，

13 学級，教員 19 名の小規模校である。富岡地区は所沢市の

北側に位置し，江戸時代の三富の改革の畑が広がる地である。

一部住宅開発が進み都心から移り住んできた住民が児童の半

数以上を占め，地域の行事や活動も盛んで学校へも協力的で

ある。 
� 校長は，教員に対し「3つのコンセンサス」として，指導力

向上，迅速な初期対応，ゆとりと余裕が生み出す人間性の向

上を説き，課題克服に向け取り組んでいる。また，学力向上

には落ち着いた学級経営が大切と考え「7 つの授業の約束」を

児童と教員に定め，授業を進めさせている。 
㸲 ◊✲ྲྀࡢ⤌ 

� 市内の小学校 32 校に対して，「教育課程における調査」を

行った結果の概要と，本校の具体的な取組を以下の 2 つの視

点で併記する。 
【視点１】知性・創造性を育む教育課程上の工夫点 
（１）� 所沢市内� 各小学校の主な取組 
� ①� 業前の短時間の活用方法， 

� � ・読書タイム（週 1回～2回）・ドリル，プリント学習（所 
� � � 沢市学びノート・コバトンプリント・自校作成）・モジ 
� � � ュール学習（国語 15 分）・マラソン・縄跳び 
� ②� 編成・実施上の工夫 

� � ・学力調査の分析から年間指導計画を見直す 
� � ・3年生以上の算数を少人数指導や習熟度別授業で実施 
� � ・週 1回清掃をなくして教科の個別指導に充てる 
� � ・体験活動の重視・学び創造プランの視点で授業を改善 
� � ・ノート指導（基礎定着）とドリル学習（3 回繰り返し） 
� � � の徹底 
（２）� 本校の取組 
本校児童は，以前から県学調の「規律ある態度」達成目標

調査において「あいさつ，優しい言葉遣い，話を聞き発表す

る」の 3 点が県平均より低い傾向が続いている。知性と創造

性を育ませるために，地域の特性を生かし，人や自然に直接

働きかける体験活動を取り入れることで，課題を解決し，獲

得した知識・柔軟性・粘り強さ等を生かし，工夫，創造する

力・人と関わる力・自信と意欲を身につけさせたいと考えて

きた。そのため，以下のように児童の発達段階と地域との関

連性を考慮しながら，教育課程を編成・実施してきた。 
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研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

లː໦ش会　知性・஻௮性

研究هఴ　知性・஻௮性を育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ
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ӱ　̭ͦかͣの社会を生きาくた͛の学ႁを育͚教育ه程の༎成・৘ঔ・ບ٨・ث஝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　ਫ਼ా市立ີؖ小学校長　　൥　֔　୹　໲
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㸺表１� 地域や事業所を活用した教育課程㸼 
学年 教科 内� ᐜ 連携ඛ 

１ 生活 
 
 
㣗育 

①学校⤂௓ 
②᫇㐟び 
③ᦢங体験 
մ⤥㣗㣗ᮦの⓶

むき体験 

ಖ育ᅬ・ᗂ⛶ᅬ 
長生㺖㺵㺪㺼 
地域㓗㎰家 
㣗ᮦ༺業者 
ᰤ㣴ኈ 

２ 生活 ①⏫᥈  ᳨
②ジࣕ࢞Ⱎ，⸃ᦶ

Ⱎの᱂ᇵ 

⚄社 
学校応᥼ᅋ 

㸱�  ⥲  ྜ
 
 
 
 

①㔛Ⱎ，⸃ᦶⰞの

᱂ᇵ 
②㯏の᱂ᇵ 
③工ሙ見学 
մⲔ᦬み体験 

学校応᥼ᅋ 
 
学校応᥼ᅋ 
地ඖ JA 
Ⲕ業㎰家 

㸲 ⥲  ྜ
 
⥲  ྜ
㣗育 
社会 

①㞀害者との஺

ὶ②㯏สり入れ�

③⠂・うどん作り

մᬽらしと生活 

⚟♴施タ 
学校࢓ࣇーム 
学校応᥼ᅋ 
ᾘ㜵⨫・ίỈሙ・

清掃工ሙ 
㸳 社会 

理科 
⥲  ྜ
国語 

①㨶の解体実習

②バࢶࢣ✄ 
③工ሙ見学 
մತྃ（全校） 

㣗ᮦ༺業者 
学校応᥼ᅋ 
時計・㌴工ሙ 
地域ತྃ会 

㸴 ⥲  ྜ
 
 
 

①⪁人⚟♴ 
②いちࡈ⊁り 
③࿨の授業 
մおⲔᡭ前 

௓ㆤ⪁人施タ 
地ඖ㎰ᅬ 
ຓ⏘㝔 
地域おⲔ会 

まとめや発表のᡭ段として，お♩状や新聞作成，図画・工

作への題ᮦ，஺ὶ⤥㣗へのᣍᚅ等を行っている。 
ア� ஺ὶ教育 
㏆㞄の様々な施タと஺ὶを図り，（ᗂ⛶ᅬ，ಖ育ᅬ，特別ᨭ

᥼学校，㞀害者施タ，௓ㆤ⪁人施タ等）直接ゐれྜうことに

より，他者へのᛮいやりやඹឤする心を育成し，自分の人生

を大切に生き，体験から得た知識をさらに創造，発展させ今

ᚋの人生タ計をᥥく礎にさせたいと考えている。（ͤ表１） 
イ� ⦪๭り活動の充実 
� 学年のᯟを㉸えた取組として，児童が主体的に活動できる

ᶵ会やሙをタ定し，取組への成ຌ体験を✚み重ࡡ，␗年齢㞟

ᅋによる様々な経験が次年度への工夫や創造性への発展につ

ながるよう意図している。 
� ・PTAクリーン作ᡓ（ぶ子で⌜ࡈとに校⯋内እを年2回清掃する） 
� ・㐠動会（応᥼ᅋ）・生き≀ጤ員会（㭜，ඡ，㨶のୡ話） 
� ・スマイルタイム（ఇみ時間の␗年齢㞟ᅋ஺ὶ） 
� ・スマイル⚍り（␗年齢㞟ᅋ㐟び）・ᣵᣜ㐠動 
�࢘ 学校・地域との連携 
� 学校応᥼ᅋの学校࢓ࣇーム指導者とのᡴちྜわせ，環境ᩚ

ഛ，子供会行事へのཧຍ等を年間行事や時間๭の中に計画的

に組み㎸み，実施していくには，新年度の‽ഛ段階から，教

ົ主௵を中心に地域のᢸ当者との連⤡・相ㄯが重要である。

その結果，児童は次への体験に対して，心構えや工夫の‽ഛ

ができる。人やもの，᳜≀，動≀に直接働きかける体験活動

が知性・創造性を育み，家᪘や地域の方々との心の஺ὶが，

社会性や規⠊意識，技術のఙ長に⧅がるものとして行ってい

る。 
【視点２】� 教育課程のホ価・改善のᡭ立てと工夫 
（１）� 所沢市内� 各小学校の主な取組 
� ・学校ホ価，ಖㆤ者アンࢣートの活用 
� ・教育課程編成ጤ員会を中心にホ価㡯目を᳨ウし，組⧊的 
� � にホ価 
   ・ 改善に取り組む・学力調査のṇ⟅率が低い㡯目に対して，�   
�   ༢ඖの指導方法を協㆟し，授業で実㊶する 
� ・学期ࡈとにブロࢵク別に᣺り返る 
� ・算数少人数指導体ไの見直し 
� ・᣺り返り時に改善⟇もᥦ᱌ 
� ・㇏かな体験活動を学力向上に向ける改善⟇の᳨ウ 
（２）� 本校の取組 
学力向上に向けてのホ価・改善⟇として，課題である「算

数科における基礎基本的な学習内ᐜの定着」を目指して，㐣

ཤ㸲年間，校内◊✲テーマとして取り組んできた。1㺃2 年目は

所沢市教育センターとの連携で，国立教育ᨻ⟇◊✲所� ⥲ᣓ

◊✲ᐁに『ルーブリࢵクホ価を活用した学力向上』として指

導をཷけ，学習指導方法を◊✲した。3年目は富岡中学校校長

を指導者にᣍ⪸し『算数科の学習指導法』についてさらに◊

✲を῝めた。4 年目は所沢市立教育センター๪所長の指導の下

『児童がわかる喜びを味わう授業の創造』として◊✲し，ᛮ

考ࢶールとしての小㯮ᯈや ICT ᶵჾの活用などの◊ಟを行っ

た。また，ẖኟ，校内◊ಟで「እ国語」「㐨ᚨ」「発達㞀害」「ICT
ᶵჾのຠ果的活用」等をᢅい，小中連携のྜྠ開ദや，指導

主事をㅮ師にᣍ⪸し，他ᶵ関と連携を図りながら継続的・計

画的に取り組み，改善に生かしている。 
㸳 ࡵ࡜ࡲ 

本校も，体験学習を取り入れ「なすことによって学ࡪ」教

育課程を編成している。「見たこと，聞いたことはᛀれる。書

いたことはぬえる。体験して，学んだことは身に付く。」身に

付いた，学力を「しなやかな知性と㇏かな創造性」につなげ，

変化の激しいこれからの社会に，持続ྍ能な教育活動として，

教育課程に位置付けどのように展開していくのか，校長の力

㔞が問われる。児童の実態をᢕᥱし，教育課程を編成・実施

し，学校ホ価やアンࢣート，各✀調査によりホ価し，全教⫋

員で分析し改善⟇を生み出すというPDCAサイクルを構⠏し

ていくことが校長のᙺ๭と考える。 
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�  
 
 
�

�

１� はじめに�

� 今後１０年間の学校教育の指針となる新学習指

導要領では，新しい時代に必要な資質・能力の育

成と学習評価の充実を中心に２０２０年から全面

実施される。そして，今回の改訂では，身に付け

させたい資質・能力として「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」

の三つを柱とし，各教科等で児童に育成させるこ

とが求められている。�

� これらを踏まえ，本校では児童の実態や課題か

ら，基本的生活習慣や学習習慣，学習規律の徹底

を図り，学習環境を整えながら，児童の学ぶ意欲

を高め，学力・生活力の向上に取り組んでいる。�

�

２� 地域と学校の特色�

� 本校は，鴻巣市のほぼ中央に位置し，昭和２６

年鴻巣小学校分校場より独立し，開校６７年目を

迎える。児童数４５３名，１５学級の中規模校で，

地域との繋がりは開校当時より大変強く，学校の

教育活動に対して協力的である。学区はＪＲ高崎

線をはさみ，鴻巣駅の東側に広がる住宅地で，伝

統工芸の「人形づくり」に関わる地域もある。近

年，宅地開発による新しい住民も増え，学校や教

育に対する考え方も多様化している。�

�

３� 学校教育目標�

� 「正しく� 強く� ほがらかな子の育成」�

� � � ・進んで学習する子�

� � � ・健康でたくましい子�

� � � ・明るく思いやりのある子�

�

４� 実践の概要�

�（１）学習・生活の基盤づくり�

� � ①� 家庭との連携�

� ・学校だより，学年だより等の活用�

� ・教育相談日の活用（毎月１回）�

� ・シラバス，家庭学習の手引きの作成�

②� 基本的生活習慣の定着�

［生徒指導］�

� �

�

�

�

�

�

�

・「南っ子にしつけること」の徹底�

・今年度の重点�

� � 「明るいあいさつ・元気な返事」�

� � � 「時間を守った生活」�

・生活目標頑張りカードの活用（月末自己

評価）�

・「南っ子よい子の生活」の実施�

［学校保健］�

・「早ね�早起き�朝ご飯�朝うんち」の取組�

・「ノーテレビ，ノーゲーム」の取組�

③��学習規律の確立�

・全校４５分間を大切にした授業実践�

� （分かる，できた喜びを味わう授業）�

� ・「南っ子６つの授業の約束」の実施�

�

�

�

�

�

�

�

� ④� 日課表・週時程の見直し�

� ・落ち着いた学校生活のための日課表�

� � （通常日課・木曜日課・特別日課）�

� ・朝読書，読み聞かせタイム�����～��

� � （毎週月曜日，一人読書・読み聞かせ）�

・スキルタイムの実施（毎週火曜日）�

（詩の暗唱，視写，漢字）�

�

�

�

�

�

�

�

〈詩の暗唱〉� � � � � 〈視写〉�

⑤  通級指導教室（自閉・情緒）との連携�

� ・授業観察�

� ・個別指導，保護者指導面談�

研究領域� （Ⅱ）� 教育課程�

第４分科会� 知性・創造性�

研究課題� 知性・創造性を育むカリキュラム・マネジメント�

視点�

②� 共に生きる知恵を磨き，高め合う教育活動の創造・推進�

� � � � � � � � � � � � � � � � 提案者� � 鴻巣市立鴻巣南小学校長� 荻野�� 浩�

研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

ల ĵ ໦ش会　知性・஻௮性

研究هఴ　知性・஻௮性を育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ

ণത

Ӳ　共に生きる知恵を磨きȄ高ࣣ̠͛教育ڰ൲の஻௮・推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　ࣟ௏市立ࣟ௏ධ小学校長　　ؘ　野 　　　ࢼ
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�（２）基♏基本の定着を図る取組�

� ��①� 個にᛂࡌた指導の充実�

� ・いきいきඛ生〈市㈝〉の活用�

� （学習⿵ຓ，個別指導の視点� ３名㓄置）�

� � � ・⟬数科授業の充実�

� � �（３・４年に学力向上ᨭ᥼ဨ〈市㈝〉の㓄置）�

� � � （５・６年に教科充実ຍ㓄の㓄置・ᑡ人数）�

� � � ・ⱥㄒ科，ⱥㄒ活動の充実�

� � � （３年௨上は，３人యไによる指導〈ᢸ௵・�

㸿㹊㹒・ⱥㄒᑓ科ຍ㓄教ဨ〉）�

�

�

�

�

�

�

〈三人యไによるⱥㄒ授業〉� � � 〈ᢸ௵〉�

� � ・学習࣎ラࣥテ࢔࢕の活用（中ᅜㄒ）�

�

�

�

�

�

� � � ・ᅜ㝿⌮ゎ教育�

� � � 㹍㹉バࢪㅮ₇఍�

� � � �（ール஺ὶࣃࢿ）

�

� �②� 取組の成ᯝ，考察�

� ・毎月，全学級の詩の暗唱ྜ᱁⋡ㄪᰝ�

� ・読書グ㘓の実施�

� ・視写のຠᯝ，ఙびの考察�

③� 家庭学習習慣の定着�

� ・学年数�１０分を目Ᏻに家庭学習�

� ・全校での㡢読࡬の取組〈ᐟ題〉�

� ・家庭学習の手引きの作成，活用࡬�

�（３）自ら学ぶ児童の育成を図る取組�

本年度より学校課題◊✲をᅜㄒ科とし，

「読ࡴこと」を中心に読み取り・表現力の向

上にࡴけ，日ࠎの授業や教育活動に࠾いて取

り組んでいる。�

①� 「詩となかよし㞟఍」の実施�

・毎月暗唱している詩を，␗学年間で発表

しྜい，詩のよさや௚学年の取組のよさ

をឤࡌ取らせている。�

�

�

�

�

�

�

�

〈「詩となかよし㞟఍」２年生・６年生〉�

②� 校㛗による詩の暗唱᳨定�

� ・毎月，暗唱した詩を�

校㛗室にて᳨定を⾜�

い，定着が図れたか

確ㄆを⾜っている。

�（と月に１学年ࡦ）

� ͤゝⴥ㐵いや⥭張

した中での表現力も�

� � ③� 読書グ㘓㈹（校㛗㈹）�

・本にゐれるᶵ఍を増やし，日本ㄒのもつ�

� よさやよい表現にゐれさせる。�

� ・表ᙲ基‽をప学年５０෉，中学年４０෉�

� � 高学年３０෉とし，グ㘓カードをᣢって�

� � 自己⏦࿌を⾜う。�

�

�

�

�

�

�

�

④� 学びྜう喜びを味わわせる授業の実践�

・全教ဨが◊✲授業を⾜い，授業のねらい�

� に㏕るヰྜい活動に取り組んでいる。�

�

�

�

�

�

�

�

� � 㸳� �にࡾࢃ࠾

� � � � 知性・๰㐀性を育ࡴためには，落ち着いた

学習・生活環境が୙ྍḞであることから生徒

指導・保健㒊を中心に取り組み，学ぶ意欲が

見え，生活もᏳ定する成ᯝもฟている。�

� � � � 今後は，᭦に本校の組⧊を活用し，取組の

成ᯝと課題をḟ年度に繋ࡆていきたい。�
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１ はじめに 

㸪࠸క࡟Ⓨᒎࡢ⾡Ꮫᢏ⛉࡞㏿ᛴࡸ㐍ᒎࡢ໬ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

ከᵝ࡞౯್ほࢆᣢࡘே࡜ࠎ┦஫࡟ᑛ㔜ࡿࡁ⏕ࡽࡀ࡞ࡋ

ຊࡸ♫఍ࡢኚ໬࡟୺యⓗ࡟ᑐᛂࡿࡍຊࡴ⫱ࢆᩍ⫱୍ࡢ

ᒙࡢ᥎㐍ࡀ㔜せ࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶㸪῝้໬ࡵࡌ࠸ࡿࡍၥ㢟

 ࠋࡿ࠶ᛴົ࡛ࡶᑐᛂࡢ࡬
Ꮫᰯᩍ⫱ἲ᪋⾜つ๎࡟୰㸪ᖹᡂ㸰㸵ᖺ㸱᭶ࡓࡋ࠺ࡇ

࡜ᩍ⛉ 㐨ᚨࠖࡢู≉ࠕࢆ㐨ᚨࠖࠕ㸪ࢀࡉᨵṇࡀ㒊୍ࡢ

ࡀ㒊ᨵṇ୍ࡢ㸪Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡅ࡙⨨఩࡚ࡋ

࿌♧ࠋࡓࢀࡉᑠᏛᰯࡣ࡚࠸࠾࡟㸪ᮏᖺᗘࡢู≉ࠕࡾࡼ

ᩍ⛉ 㐨ᚨࠖࡀ඲㠃ᐇ᪋ࡾ࡞࡜㸪ࡵࡌ࠸ၥ㢟ࡢᑐᛂࡢ

඘ᐇ㸪ඣ❺ࡢⓎ㐩ẁ㝵࡟ᛂࡓࡌෆᐜࡢ඘ᐇ㸪ࡿ࠼⪄ࠕ㐨

ᚨࠖࠕࡸ㆟ㄽࡿࡍ㐨ᚨࠖ࡜࡬㌿᥮ࢆᅗࡀ࡜ࡇࡿồࡽࡵ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ
Ꮫᰯࡿࡅ࠾࡟㐨ᚨᩍ⫱ࡣ㸪ࡢู≉ࠕᩍ⛉ 㐨ᚨ 㸦ࠖ௨

ୗ 㐨ᚨ⛉㸧ࢆせࡋ࡜㸪඲ᩍ⫱άືࢆ㏻ࡢࡶ࠺⾜࡚ࡋ

ᣦᑟ࡟୰࡛㛵㐃ⓗ㸪Ⓨᒎⓗࡢᩍ⫱άືࡢ඲࡚ࠋࡿ࠶࡛

࠸࡚ࡗ㣴ࢆ㐨ᚨᛶࡢ❺ඣࡢ㸪୍ே୍ேࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ
２ 本校のᴫせ 

 ᮏᰯࡣ㸪᫂἞㸴ᖺ࡟㛤ᰯࡋ㸪⌧ᅾඣ❺ᩘ㸳㸳ྡࡢᑠ

つᶍᰯ࡛ࠋࡿ࠶⛛∗ᕷ᭱ࡢす➃࡟఩⨨ࡋ㸪ᰯᗞࡣࡽ࠿

ᶆ㧗㸯㸲㸮㸮㹫ࡢ⇃಴ᒣࢆᮃࡳ㸪㏆࡟ࡃⲨᕝࡶὶࡿࢀ

⮬↛⎔ቃ࡟ᜨࡓࢀࡲᏛᰯ࡛ࠋࡿ࠶ᖹᡂ㸰㸴ᖺ㸲᭶ࡾࡼ

኱⁪ᑠᏛᰯᰯࠋࡓࡋྜ⤫࡜༊ࡀᗈࡃ㸪ᚐṌ࡛㏻Ꮫ࡚ࡋ

ࢆ㸪⛛∗㕲㐨ࢫࣂ⥺㸪㊰ࢫࣂ࣮ࣝࢡࢫ௚㸪ࡢ❺ඣࡿࡃ

฼⏝࡚ࡋⓏᰯࡿࡃ࡚ࡋඣ❺ࠋࡿ࠸ࡀᏊࡣࡕࡓࡶ࡝᫂ࡿ

༠ຊࢇ࡬࠸ࡓ㸪ࡣࠎ᪉ࡢᆅᇦࡸ⪅㸪ಖㆤࡾ࠶࡛┤⣲ࡃ

ⓗ࡛ࠋࡿ࠶ 
３ 研究のねらいと᪉⟇ 

 㐨ᚨᩍ⫱ࡢᩍ⫱ࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᨵၿ

㇏㸪࠸㣴ࢆ㐨ᚨᛶࡢ❺ඣࡢ㸪୍ே୍ேࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜࠸ࡽࡡࢆ࡜ࡇࡴ⫱ࢆே㛫ᛶ࡞࠿
ࡢ௚࡜⛉ղ㐨ᚨ࡜඘ᐇࡢ㸪ձᤵᴗࡅྥ࡟㐩ᡂ࠸ࡽࡡ

ᩍ⫱άືࡢ࡜┦஫ࡢ㛵㐃ࡀ࡜ࡇࡿࡵ῝ࢆ㔜せ࡛࡜ࡿ࠶

⏬㸪㐨ᚨᩍ⫱඲యィ࡚ࡋ࡜⟇᪉ࡢ㸪ձ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠼⪄

⫋㸪඲ᩍ࡚ࡋ࡜⟇᪉ࡢղࠋ࠺⾜ࢆᤵᴗᨵၿ࡜సᡂࡢ➼

ဨ࡟㸪య㦂άື㸪ᚰࡢᩍ⫱࡚࠸ࡘ࡟㐨ᚨᩍ⫱ࡢどⅬ࠿

ࡲࠋࡃ࠸࡚ࡋ࠿ά࡟ᣦᑟ࡞㸪ຠᯝⓗࡏࡉ࠼ᤊࢆάືࡽ

ࡇࡿࡏࡉ඘ᐇࢆᩍ⫱άືࡓࡋ㐃ᦠ࡜㸪ಖㆤ⪅࣭ᆅᇦࡓ

ࡆ࡞ࡘ࡟ᣦᑟࡢṌㄪ୍࡛ྠࡢ⪅ಖㆤ࡜㸪Ꮫᰯࡾࡼ࡟࡜

 ࠋࡃ࠸࡚
４ 実践のᴫせ 

 (1) 㐨ᚨᩍ⫱඲యィ⏬➼ࡢసᡂ 

ձ ᰯ㛗ࡢ᪉㔪ࡢ᫂☜໬ 
  㐨ᚨᩍ⫱඲యィ⏬ࡢ୰ᰯ࡟㛗ࡢ᪉㔪ࢆ᫂♧ࡋ㸪Ꮫ

  ඹ㏻⌮ゎ㸪࡚࠸ࡘ࡟᪉ྥࡢ᥎㐍ࡸ㔜Ⅼࡢ⫱㐨ᚨᩍࡢᰯ
ඹ㏻⾜ືࠋࡓࡋ࡟࠺ࡼࡿࢀ࡜ࡀ 

ղ ඲యィ⏬ูࡢⴥ㸪ᖺ㛫ᣦᑟィ⏬ࡢసᡂ 
 㐨ᚨᩍ⫱᥎㐍ᩍᖌࢆ୰ᚰ࡟㸪඲యィ⏬ูࡢⴥࡋ࡜ 
࡚㸪ྛࠕᩍ⛉➼ࡿࡅ࠾࡟㐨ᚨᩍ⫱࡟㛵ࡿࢃᣦᑟࡢෆᐜ  
ཬࡧ᫬ᮇ ⏬ᣦᑟィࡿࡅ࠾࡟Ꮫ⣭ࠕࠖ࡜  ࠋࡓࡋసᡂࠖࢆ
 ᖹᡂࡾࡓ࠶࡟సᡂࠋࡓࡋసᡂࢆ⏬㸪ᖺ㛫ᣦᑟィࡓࡲ
㸰㸶ᖺ㸱᭶࡟Ⓨ⾜ࡓࢀࡉᇸ⋢┴ᑠ࣭୰Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ⛬ 
⦅ᡂせ㡿㸦㐨ᚨ㸧࡟౛♧ࡓࢀࡉᙧᘧࢆཧ⪃ࠋࡓࡋ࡜   

(2) 㐨ᚨ⛉ࡢ඘ᐇྲྀࡓࡅྥ࡟⤌ 
ձ ᩍ⛉໬ྲྀࡓࡅྥ࡟⤌ 
 ಟ◊ࡢ࡚ࡋ⪸ᣍࢆ⪅እ㒊ᣦᑟ ࢔

ᖹᡂ㸰㸷ᖺ㸵᭶࡟ⲨᕝᮾᑠᏛᰯ㸪Ⲩᕝ୰Ꮫᰯࡢ࡜

㸱ᰯྜྠ◊ಟ఍ࢆᐇ᪋ࠋࡓࡋ┴❧⥲ྜᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭ

㊃᪨㸪ᣦᑟࡢ㸪ᩍ⛉໬ࡋ⪸ᣍࢆΎỈⰋỤᣦᑟ୺஦ࡢ

ඹ㏻⌮ゎࡢ㸪ᩍ⫋ဨࡅཷࢆ⩏ㅮ࡚࠸ࡘ࡟➼᪉ࡾᅾࡢ

 ࠋࡓࡗᅗࢆ
 ෆ◊ಟᰯࡓࡋ⏝άࢆࣈ࢖࣮࢝࢔⫱㐨ᚨᩍ ࢖ 

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࡀ㹵㹣㹠ୖ࡛බ㛤ࡿ࠸࡚ࡋ᝟ሗᩍ⫱࢔

◊ෆᰯࡓࡋ⏝άࢆᏛ⩦ᣦᑟ᱌ࡸᤵᴗᫎീࡢࣈ࢖࣮࢝

ಟࢆᐇ᪋ࠋࡓࡋᩍ⛉໬࠼⪄ࠕ࡚ࡅྥ࡟㸪㆟ㄽࡿࡍ㐨

ᚨࠖࡢᤵᴗ࡙࡚࠸ࡘ࡟ࡾࡃ㸪ᩍ⫋ဨࡢព㆑ᨵ㠉ࢆᅗ

 ࠋࡓࡗ
 ▱࿘ࡢ࡬ಖㆤ⪅࣭ᆅᇦ ࢘

㐨ᚨ⛉ࡢ᪂タ࡟క࠸ᩍ⛉᭩ࡸ࠸ᢅࡾྲྀࡢホ౯ࡘ࡟

ࡢ➼ಖㆤ⪅఍㸪⏫఍㛗Ꮫᰯゼၥࡸࡾࡼࡔ㸪Ꮫᰯ࡚࠸

ᢡ࡟㸪ಖㆤ⪅࣭ᆅᇦ࡬ㄝ᫂ࡋ㸪ඹ㏻⌮ゎࢆᅗࠋࡓࡗ 
 ղ ᤵᴗᐇ㊶ 

 ᐇ᪋ࡢෆᤵᴗ◊✲఍ᰯ ࢔
඲࡚ࡢᩍဨࡀᖺ㸯ᅇ௨ୖᤵᴗࢆබ㛤ࡋ㸪ྍ⬟࡞ᩍ

⫋ဨࡀཧほࠋࡿࡍᙜ᪥㸪◊✲఍ࡕࡶࢆ㸪ᤵᴗ࠸ࡘ࡟

࡚ᩍ⫋ဨ㛫࡛ពぢ஺᥮࠸⾜ࢆ㸪⟶⌮⫋ࡿࡼ࡟ᣦᑟຓ

研究㡿ᇦ （ϩ） 教育課題  

➨５分科会 ㇏かな人間性 

研究課題 ㇏かな人間性を育むカࣜࣗ࢟ラ࣐・࣒ネジ࣓ンࢺ 
視点 

①  ㇏かな心を育む㐨ᚨ教育の᥎㐍 

                  ᥦ᱌⪅  ⛛∗市❧Ⲩᕝすᑠ学校長 Ụ本 Ὀᖾ   

研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

లˑ໦ش会　豊かな人間性

研究هఴ　豊かな人間性を育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ

ণത

ӱ　豊かな心を育͚ൽඃ教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　ಉ຿市立࣏୼ୌ小学校長　　ࢺ　本　ణ　ࢨ　
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ゝࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
 ⏝ά࡞ᴟⓗ✚ࡢ➼⪅ಖㆤࡿࡅ࠾࡟ᤵᴗ ࢖ 

ಖㆤ⪅ࡸᆅᇦࡢ᪉࡟㸪㐨ᚨ⛉ࡢᤵᴗࢆබ㛤ࡋᏛᰯ

࡟ᮎ⤊ࡢ㸪ᤵᴗࡓࡲࠋ࠺ࡽࡶぢ࡚ࢆᵝᏊࡢ⤌ྲྀࡢ࡛

ேᮦ࡞㸪ከᵝ➼⫋⌮⟶ࡸㄝヰ➼࡛㸪ᆅᇦேᮦࡿࡅ࠾

㸪ಖ࡟ࡽࡉࠋ࠺⾜ࢆᣦᑟࡃ㡪࡟ᚰࡢ❺㸪ඣࡋ⏝άࢆ

ㆤ⪅ࡸᆅᇦࡢ᪉ࡢᤵᴗཧຍࡶィ⏬ⓗ࡟ᐇ᪋ࠋࡿࡍ  
 య㦂άືࡴ⫱ࢆᚰ࡞࠿㇏ (�)

ձ ␗ᖺ㱋㞟ᅋάືࡢ㔜ど 
 ␗ᖺ㱋㞟ᅋࢆ⦅ᡂࡋ㸪Ύᤲάື㸪ࡋࡼ࠿࡞⌜㐟ࡧ㸪

すᑠࡾࡘࡲ㸪ඣ❺㞟఍άືࢆᐇ᪋ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㧗Ꮫᖺ

ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿぢࢆ㠃ಽࡢ⏕㸪ୗ⣭ࡾ࡞࡜࣮ࢲ࣮ࣜࡀ

࡚㸪┦ᡭࢆᛮࡿࡸ࠸ᚰࠋࡿ࠸࡚ࡗ⫱ࡀ 
ղ ࠕすᑠࠖࡾࡘࡲ  

ẖᖺ㸪㸯㸮᭶࡟ᐇ᪋ࠕࡿ࠸࡚ࡋすᑠࡣࠖࡾࡘࡲ㸪

௒ᖺ࡛㸲㸮ᖺ⥆ࡃᮏᰯࡢ≉Ⰽࡿ࠶Ꮫᰯ⾜஦࡛ࠋࡿ࠶

ಖㆤ⪅ࡸᆅᇦࡢ᪉ࡢࠎ༠ຊࢆᚓ࡚㸪ඣ❺࡜ඹ࠺⾜࡟

㒓ᅵᩱ⌮సࡾ㸪➉࠾ࡸࡰࢇ࡜ᡭ⋢ࡢ࡝࡞᫇㐟ࡧయ㦂㸪

ⓑஂ୵ேᙧⰪᒃࡸ⇃㔝⚄♫ࡢ⊺Ꮚ⯙㸪⚄᫂♫⚄ᴦ➼

࠸࡚ࡗ⾜ࢆฟᗑࡓࡋ⏬௻ࡀ❺㚷㈹㸪ඣࡢ⬟ఏ⤫ⱁࡢ

୺⮬ࡢ❺㸪ඣ࡚ࡋ㏻ࢆάືయ㦂࡞୺యⓗࡢ❺ඣࠋࡿ

ᛶࢆ㧗ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 
ճ ୰ὠᕝࡢࡶ࠸᱂ᇵ 
㸱࣭㸲ᖺ⏕ࡢ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ᫬㛫ࡿࡅ࠾࡟ᆅᇦᏛ 

⩦࡛㸪┴❧኱࡜ࢨࣛࣉࡁࢇࡆ⁪㐃ᦠࡋ㸪≉Ⰽࡿ࠶㒓 
ᅵస≀ࡢ୰ὠᕝࡢࡶ࠸᱂ᇵࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㒓ᅵࡽ࡞

῝ࢆ╔ឡ࡜ゎ⌮ࡢ㸪㒓ᅵ࡛࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆ≀సࡢࡣ࡛

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ
 մ 㧗㱋⪅⚟♴᪋タࡢ࡬ゼၥ 
  Ꮫ༊ࡿ࠶࡟㸰ࡢࡘ㧗㱋⪅⚟♴᪋タ࡬㸪୰Ꮫᖺ࡜㧗 
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㸯 ࡟ࡵࡌࡣ 

� 現在は，少子化，急速な高度情報化，直接体験の機

会や場の減少，規範意識の低下，対人関係の希薄化，

コミュニケーション能力の低下等の様々な課題を抱え

ており，この先の社会を見通せない状況にある。今後，

多様で変化の激しい社会を生き抜く子どもたちに，時

代を超えて変わらない価値あるもの「豊かな人間性」

を育成することは，喫緊の課題である。�

� 「豊かな人間性」育成のためには，自己存在感を与

えること，共感的な人間関係を育成すること，自己決

定の場を与えること（さいたま市「子ども輝きプラン」

より）が肝要であり，人権教育はその基盤となるもの

と考えられる。�

� 学校での人権教育においては，他人の立場に立つ想

像力，コミュニケーションの技能，人間関係を調整す

る技能を培うことが大切である。それらを具体化する

ための取組ついて以下に述べる。�

�

㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

� 本校は，さいたま市の南部に位置し，見沼代用水東

縁に面しており，開校１４５年目の伝統と歴史のある

学校である。通常学級６学級，特別支援学級１学級の

全学年単学級であり，児童数は１６８名，市内では少

ない方から３番目の学校である。�

小規模校のため，全校児童の顔と名前が一致する利

点を生かして，常に全教職員で，全校児童を指導する

体制がとられている。なお，本校学区の西側には見沼

田んぼが広がり，その自然保護のため市街化調整区域

になっており，新たな宅地開発や建築行為ができない

ため，児童の転出入はほとんどない。そのため，６年

間学級編成替えがなく，人間関係が固定化したり，ク

ラス同士の競い合いができなかったりする課題がある。�

�

㸱 ◊✲࠸ࡽࡡࡢ 

� さいたま市では，人権教育のねらいを「学校の教育

活動全体を通じて，人権意識の高揚を図り，人権の意

義・内容や重要性について理解を深め，同和問題をは

じめとする様々な人権問題を解決していこうとする児

童生徒を育成する。」としている。�

� そこで，本校では人権教育重点目標を次のように定

めている。�

○お互いの人格を認め合い，差別やいじめをなくそう�

とする態度や能力を育てる。�

○筋道を立てて考え，物事を正しく判断できる力を育

てる。�

○人の立場を考え，明るく思いやりのある子を育てる。�

○日常の道徳的実践力を育てる。�

� 以上の重点目標実現のため，次の実践を行っている。�

�

㸲 ᐇ㊶ࡢᴫせ 

 ���� 人権意識を高めるための実践 

� ①� 校内研修�

� � 毎年夏季休業中に人権に関するＤＶＤ等を視聴し，

そのテーマや教材化する際の留意点等について協議

している。�

②� 学校だより・校長講話�

� � 人権意識高揚のために，人権・いじめ防止・お互

いを大切に等のテーマでお話朝会で校長講話を行っ

た。また，その月の学校だよりでも取り上げ保護者

や地域の方にも啓発した。�

� ③� インターネット安全教室�

� � 携帯電話会社の講師による４・５・６年生対象の

授業で，その利便性や利用法，ルール，情報モラル

について学び，使い方によっては人権侵害になるこ

とを理解させた。�

④� 心と生活のアンケート（市内共通）�

� 心の内面の一端を知り，一人ひとりを大切にする

ための策として実施し早期発見・早期対応に役立て

ている。結果により担任による個人面談の実施，管

理職への報告，市教委への報告等を行っている。�

⑤� 「いのちの支え合い」を学ぶ授業（市内共通）�

� 自他の生命が，か�

けがえのない大切な�

ものであることを深�

く自覚し，生命を大�

切にできる児童を育成するために高学年で年１回実

◊✲㡿ᇦ (ϩ) ᩍ⫱ㄢ⛬ 

➨㸳ศ⛉఍ ㇏࡞࠿ே㛫ᛶ 

◊✲ㄢ㢟 ㇏࡞࠿ே㛫ᛶࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡴ⫱ࢆ 

どⅬ 

ղ ᚰ⤖ࡪᮍ᮶♫఍ࡿࡃࡘࢆேᶒᩍ⫱ࡢ᥎㐍 

ᥦ᱌⪅  ࡲࡓ࠸ࡉᕷ❧㔝⏣ᑠᏛᰯ㛗 ᑠᯘ 㐩ဢ   

研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

లˑ໦ش会　豊かな人間性

研究هఴ　豊かな人間性を育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ

ণത

Ӳ　心結ぶ未来社会をつくる人ࡀ教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　さいたま市立野田小学校長　　઀　ႅ　ో　ढ
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施している。これは，┦談することの大切さを理解

し，┦談のス࢟ル，ᝎࡳやストࣞスへの対ฎ法など

を㌟に௜ける機会ともなっている。�

ն� 人権㐌間・人権㞟会�

� � 一人ひとりを大切にし，ಙ㢗関係を築くことをね

らいとして，毎年１１月の人権㐌間に全校児童が㞟

まり，人権సᩥ・標ㄒとࡱかࡱかゝⴥ（かけられて

心が かくなるゝⴥ）の発⾲を行っている。�

շ� いじめ᧞⁛ᙉ化月間（市内共通）�

ア� 学校だより・㹎㹒㸿広報ㄅによる啓発�

イ� 校長講話の実施�

�࢘ 市教委からの児童生徒啓発࣏スターを活用し，

代⾲委員会でいじめ᧞⁛ࣕ࢟ン࣌ーンを行い，学

校スࣟー࢞ンとྛ学級のスࣟー࢞ンを話し合いᥖ

♧した。�

�࢚ 「いじめ防止指導事౛㞟」等を活用し，いじめ

のᮍ然防止にྥけた授業の実施�

ո� お日さま┦談࢕࢘ーク（担任による個人面談）�

� � 児童一人ひとり課題解決と自己実現のために担任

がクラスの全児童と面談を行い，ᚲ要に応じ子ども

への支援やᐙᗞとの㐃携を図っている。�

����� 人権をᑛ重する人間関係࡙くりのための実践�

①� ⦪๭り⌜活動�

� � 全校児童が⣚組１４，ⓑ組１４の⦪๭り⌜になり，

年間を通じて次のような活動をし，互いを思いやる

実践の場としている。�

� ア� 全校児童㞟会� � ༙ศの⌜がおᗑᒇさん，ṧり

の༙ศがおᐈさんになり互いのⰋさを認め合い，

ຓけ合いながら活動している。�

イ� なかよし⤥㣗�

� � 学期に㸰回ࡎつ⦪�

๭り⌜で⤥㣗を共に�

㣗べながらᴦしく஺�

ὶを深めている。�

� �࢘ 㐠動会� � 競技や₇技は学年ࡈとに行うが，入

㏥場と応援は⦪๭り⌜で行い，高学年がࣜーࢲー

性を発᥹して低学年の面ಽを見ている。�

②� ㎰業体験�

� 本校の᭱大の特ᚩで，地域の方の田⏿を೉用し，

地域の方に指導していただき学年ࡈとに᱂培活動を

している。１・㸰年ࢶࢧマイモ，３年ⴠⰼ生，４年

ク࣡イ，５年⡿，６年ࢧトイモ。その他に全校田᳜

えと全校✄สりを࣌ア学年で実施している。�

③� 低学年合同活動�

� � 毎年１・㸰年生は合同で，学校᥈᳨・㐲㊊・毎日

のΎᤲを行っている。㸰年生がお඗さんおጜさんと

なり１年生に教えたりୡ話をしたりしている。�

④� 人間関係プࣟࢢラ࣒（市内共通）�

� � ３年生以上で実施しているさいたま市⊂自の授業

で，コミュニケーション能力・豊かな人間関係࡙く

り能力・社会をたくましく生き抜く能力を育ࡴため

に，会話においてᚲ要となる基本的なス࢟ル（技⾡）

や┦ᡭとトラࣈルなく෇⁥に自ศの意思を伝えるス

に係࣒ラࢢル等を育成している。さらに，本プࣟ࢟

る調ᰝ結果を生かして，ಙ㢗自己（自己⫯定感）が

低い児童には面談を行い，支援や⥅⥆した見Ᏺり等

を行っている。�

����� 人権をᑛ重するための⎔ቃ࡙くりの実践�

①� ほめゝⴥのシࣕ࣡ー�

� ྛ学級のᖐりの会の時に，その日のࣄーࣟーを決

め，その子のよいᡤをࡳんなでิᣲし，その子をほ

めたたえることにより，自己⫯定感や㞟ᅋへのᖐᒓ

意識を高めている。�

②� 㔝田小心をうるおすこと１ࡤ㸮㑅�

� � かけられてẼᣢちよいゝⴥ（どんまい・だいじࡻ

うぶ㸽・がんࢁࡤう͐）を学校として１㸮ㄒ㑅び，

それをྛ教室にᥖ♧し，日㡭から┦ᡭのẼᣢちを考

えてኌ᥃けできるようにしている。�

� ③� 人権標ㄒとࡱかࡱかゝⴥのᥖ♧�

�

㸳 ◊✲ࡵ࡜ࡲࡢ㸦ᡂᯝ࡜ㄢ㢟㸧 

����� 成果�

� 小規模校の特ᚩを生かして，同学年だけでなく，

␗学年との஺ὶを通して，学⩦したり体験したりし

ながら自ศも他人も大切にできるようになってきた。�

����� 課題�

� � 子どもたちの人権意識を高めるためには，子ども

と直接ゐれ合う教員の人権意識を今後も高めていく

ᚲ要があり，そのための研修のあり方を今後見直し

ていきたい。�

�

� 今後も人権教育のຠ果を上げていくためには，その

教育や学⩦の場自体において，人権ᑛ重がᚭᗏし，人

権ᑛ重の⢭⚄がࡳなࡂっている⎔ቃであることがồめ

られる。�

� そのために，校長として常に学校の教育活動全体を

見回し，㹎Ｄ㹁㸿のࢧイクルを意識して，࢟ࣜ࢝ュラ

ントすると共に，保護者や地域にも✚ᴟ࣓ࢪをマネ࣒

的に啓発していきたい。�

�
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�

�

１� はじめに�

� 体力は，人間の活動の源であり，健康の維持の他� � � � � �  
意欲や気力といった精神面の充実に大きく関わってお 
り，「生きる力」を支える重要な要素である。 
� 本校の児童の体力を，県新体力テストとの比較から

見ると，県平均を超える種目が全体の７０％以上とい

う結果で推移している。その中で，積極的に運動する

児童とそうでない児童の二極化傾向や生活経験の不足

から必要な動き等ができない等の課題も見られる。ま

た，毎年実施している保護者アンケート「子供が粘り

強くなってきている」の項目への保護者評価が数年低

い状態が続いている。 
� このような状況の中，現在及び将来の体力の向上を 
図る実践力の育成を目指し，児童が自ら進んで運動に 
親しむ資質・能力を身に付け，心身を鍛えることがで 
きるよう体育の授業の充実はもとより，教育活動全体

をとおした効果的な取組を推進している。 
２� 地域と学校の概要�

美里町は埼玉県の北西部に位置し，美しい自然に恵 
まれている。田園や果樹園越しに陣見山等の上武山地

が遠望できる。東は深谷市，西及び北は本庄市，南は

寄居町及び長瀞町に隣接している。本校は，美里町の

中央部に位置し，明治６年に開校した長い歴史と伝統

のある学校である。児童数１８１名，９学級（特別支

援学級を含む）の小規模校である。明るく素直な児童

が多く家庭・地域も協力的である。 
３� 学校教育目標�

� ・本気で学ぶ子 
� ・心が豊かな子 
�  ・たくましい子 
「夢と笑顔と『ありがとう』があふれる松久小学校」 
４� 実践の概要�

児童の体力・運動能力の向上のためには，児童の実 
態把握から課題を明確にし，教育活動全体をとおして 
継続的な取組を積み上げることが重要と考える。以下 
主な取組を紹介する。 
(1)  教育課程に関すること 

①� 日課表の改善【時間厳守と集中】 

 
 
 
 
 
 

� � � � � � � � � � 図－１ 
＜改善ポイント＞ 

ア� 季節に応じた体育集会等の柔軟な時間設定 
イ� ロング業間休み（40 分）の設定（月１回） 
ウ� 木曜日を特別日課（Ｂ日課） 

放課後時間の確保 
エ� 清掃時間の５分短縮 

（集中して無言清掃） 
②� 児童行動目標設定 

「やるき」意欲を持って 
「こんき」諦めずに粘り強く 
「げんき」笑顔で力いっぱい 

� � � � 図－２ 
� ③� 目標・めあてを持って取り組む教育活動（水泳・

運動会・持久走・なわとび等） 
� � ア� 全校児童が目標やめあてを書き，廊下や階段

に掲示する。（教師の指導のもとに） 
� � イ� 目標やめあてについて振り返りを行う。 

研究領域� （Ⅱ）� 教育課程�

第６分科会� 健やかな体�

研究課題� 健やかな体を育むカリキュラム・マネジメント�

視点�

①� たくましく生きるための体力を育む教育活動の推進�

� � � � � � � � � � � � � � � � 提案者� � 美里町立松久小学校長� 敷地� 昌明� � � �

研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

ల˒໦ش会　͞࠲かなఘ

研究هఴ　͞࠲かなఘを育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ

ণത　

ӱ　たくま̱く生きるた͛のఘႁを育͚教育ڰ൲の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　美ၖ಴立松ݛ小学校長　　ົ　౷　ઍ　ྶ　
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(2) � 体育的行஦に関すること 
①� 体育集会や業間休み等を౑った取組 

� � � � � 【継続は力なり】【生活経験不足の⿵充】 
ア� 持久走への取組 

� �    ・� 新体力テスト結果から持久力に課題がある。�

（全校的な取組に） 
� � � ・� 年間を㏻して『ࣛンࣛ 

ン࢝ーࢻ』を活⏝する。 
� � � ・� トࣛ２５ࢡࢵ࿘ࡈとに 

表ᙲする。 
� � � ・� 走ったら࢝ーࢻにⰍを 

� ሬる。（体育授業，業๓及 
び休み時間等も）� � � � � � � 図－㸱 

� � � ・� 㑇㊧の᳃㝣上➇ᢏሙを౑った持久走大会を

実施する。（１１月） 
イ� 長⦖㊴びへの取組 

� � � ・� 毎㐌水曜日の業間休み，体育集会後，体育

授業の๓後に長⦖㊴びの⦎⩦を行う。 
� � � ・� 児童のᕦ⦓ᛶや࣒ࣜࢬឤを㧗める。 
� � � ・� 学級の௰間࡙くりやグ㘓へのᣮᡓ意欲を㧗

める。 
� � ウ�  ーࣝᢞげ教ᐊの実施࣎

・� 新体力テスト๓に低・中・㧗学年ࡈとに実 
施している。 

 
 

 
 
� � � � ෗┿－１� � � ෗┿－２� � � ෗┿－㸱 

・�  ーࣝのᢞげ᪉やᢞげるゅᗘ等を⧞り返し࣎
⦎⩦する。 

・� ⏝ලやሙᡤをᕤኵする。（෗┿１㹼㸱） 
②� ᚐṌ遠足の実施【Ṍいて体力࡙くり】 

ア� 低学年㹼身㥆ᕝබ園 
イ� 中学年㹼長瀞自然の༤≀㤋 
ウ� 㧗学年㹼⩌㤿の᳃ 
ͤ中・㧗学年は㕲㐨も฼⏝して実施 

③� ス࣐イࣝࢱイ࣒【⦪๭り集ᅋ活動でㄡとでも協

力して௰Ⰻく㐟࡭る子】 
� � ア� 水曜日の業間休みに⦪๭りグࣝーࣉで㐟ぶ。 
� � イ� ６年生が中心となってィ⏬・振り返りを行う。 
� � ウ� ス࣐イࣝ⤥㣗（⦪๭りグࣝーࣉでの⤥㣗）�  
(3) 体育授業に関すること 
� ①� 運動のᴦしࡉを࿡わい，ᛮいษりờをかく体育

授業の実践（運動㔞� 30 分以上の確保） 

②� 学年の体力的課題を⿵強する運動の導ධ 
③� 学⩦規ᚊの確❧ 

㸳� 実践のᡂᯝ�

� Ⓩ校後や業間休みの時間になると，校庭へฟてࢵࢧ 
 っこࡈーࣝをする子，㨣࣎トࢵスケࣂ，ーをする子࢝
や⦖㊴びをする子等，体を動かしてඖ気に㐟ぶ子が多 
く見られるようになってきた。 
� 体育の授業では，開ጞ๓にグࣛンࢻを２㹼㸱࿘走る 
 スがฟてきたり，学⩦規ᚊを確❧し，主運動に༑ࣛࢡ
分な時間を確保する授業が見られたりするようになっ 
てきた。 

また，教育活動の中で自分の目標やめあてを持ࡕ， 
分からなくても，できなくても諦めずにがんࡤる子，

そんな児童を支える教師の言ⴥがけや見ᒆけができる

教師が育ってきている。 
６� ௒ᚋの課題�

� ௒までの実践をᖖに見直し，よりよい実践に㧗めて 
いく意㆑を全教⫋ဨがඹ᭷し，PDCA の࣓ࢪࢿ࣐ント 
 。を確❧していくことが必要となるࣝࢡイࢧ
� 本校児童の特ᚩとして，ᗂ・保育園から୍⥴で，児 
童の㌿ධ等も࡯とん࡝なく，学級⦅ไもないというኚ 
化のᑡない⎔ቃで育ってきているため，よい意࿡での 
➇த心やより㧗いࣞࣝ࣋へのᣮᡓ意欲というものが育 
 ，にくい。他校との஺ὶのᶵ会を᭱大㝈に生かしたりࡕ
向上心を㧗めたりする指導のᕤኵがồめられる。 
� ධ学してくる児童の実態から，ᑵ学までの生活経験 
の不足を強くឤじる。「ᢞげる」「㋾る」「走る」「㊴ 
ぶ」といった経験が༑分にࡉれていないためか，体育 
授業はもとより，体育的な活動等においても支㞀をき 
たす面が見える。ᗂ⛶園・保育園及び家庭との㐃ᦠ・ 
つながりを࡝う深めていくかも大きな課題である。 
㸵� �にࡾࢃ࠾

� ௒の子供たࡕは「ࢧン࣐（୕間）」がḞけていると 
言われている。「㐟ぶ時間」「㐟ぶ✵間」「㐟ぶ௰間」の 
㸱つである。Ḟけている部分を学校と家庭と地域が目 
標をඹ᭷しながら⿵っていくことが必要ではないࢁࡔ 
うか。子供たࡕは，ᛮいษり体を動かして㐟んࡔり， 
運動したりする中で，豊かに関わり，ᵝࠎな体験をと 
おして人間関ಀを⠏いていく。その㐣程でたくましく 
生きるための身体的・精神的な体力がᇵわれていくも 
のと考え，௒後も教育課程の⦅成・実施・評価・改善 
に取り組んでいく。 
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１� はじめに�

LࠗIFE SHIFT 100ᖺ᫬௦ࡢே⏕ᡓ␎㸦࣭࠘ࣜࣥࢲ ⴭ㸧ࣥࢻࢵࣛࢢ

100୓ேࡣ100ṓ௨ୖேཱྀࡢ㸪᪥ᮏே࡟࡛ࡲ2050ᖺࠕ㸪ࡤࢀࡼ࡟

ࠋࠖࡔࡳぢ㎸ࡿࡍ◚✺ࢆ ࡝࡞ᨵၿࡢ㣗⏕άࡸ㐍Ṍࡢ་⒪ࠋࡿ࠶࡜

㛗ᑑ࡟୺యⓗࡀࡕࡓ⚾㸪࠼࠸ࡣ࡜ࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡀ㸪㛗ᑑ໬ࡾࡼ࡟

♫఍ࢆ೺ᗣࡿࡁ⏕࡟ດຊࡣḞ࡚ࡋࡑࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ࠿㸪೺

ᗣࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡁ⏕࡟㸪㇏ࡀ࡜ࡇࡿࡁ⏕࡟࠿ồࠋࡿࢀࡽࡵ೺

ᗣព㆑ࡀ㧗ࡿࡲ཯㠃࡛㸪ᮅ㣗Ḟ㣗ࡸᰤ㣴ᦤྲྀࡢ೫ࡾ㸪㐠ື୙㊊

ㄢࡢࡃ㸪ከ࡝࡞పᖺ㱋໬ࡢၥ㢟㸪⏕ά⩦័⑓࣮ࢠࣝࣞ࢔≀㣗ࡸ

㢟ࢆᢪࡿ࠸࡚࠼⌧ᐇࡶ┳㐣࡛ࡓࡋ࠺ࡇࠋ࠸࡞ࡁၥ㢟ࢆゎỴࡿࡍ

㡿ᇦࡸ⛉㸪ྛᩍࢇࢁࡕࡶࡣ㐃ᦠࡢ⫱㸪య⫱࣭ಖ೺࣭㣗ࡣ࡟ࡵࡓ

㸪௒ᚋ୍ᒙࡣࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ⫱೺ᗣᩍࡿࡅ࠾࡟

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡁ࡭ࡍ㔜どࡢ

２� 蓮田市の概要と取組�

� ⶈ⏣ᕷࡣ㸪ᇸ⋢┴ᮾ㒊࡟఩⨨ࡋ㸪ᮾிࡢ࡬㏻໅ᅪࡾ࠶࡟㸪㒔

ᚰࡽ࠿ 40 ੊ᅪෆ࡜㸪࡚ࡋ࡜ࣥ࢘ࢱࢻࢵ࣋Ⓨᒎࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㸪

┴㒔ࡲࡓ࠸ࡉᕷ࡟㞄᥋࠺࠸࡜ࡿࡍᆅ⌮ⓗ࡞᮲௳࡟ᜨࢀࡲ㸪ᖹᡂ

30ᖺ5᭶1᪥⌧ᅾࡢேཱྀࡣ㸪62㸪077ேࠋJRᏱ㒔ᐑ⥺ࡢⶈ⏣㥐

ࡢ㸪㥐࿘㎶ࡃࡼࡶࢫࢭࢡ࢔㸪㏻໅࣭㏻Ꮫࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ⏝฼ࢆ

㛤Ⓨࡶ㐍ࠕࠋࡿ࠸࡛ࢇᅄᏘࡾࡀ࡞ࡘ ࡿ࠾࠿ Ᏻᚰ ά㸦࠸㸧ࡁ

࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆࡾࡃ࡙⏫࠸ࡼࡳ㸪ఫ࡚ࡋ࡜ᑗ᮶ീࡢᕷࢆࠖࡕࡲࡿ

 ࠋࡿ

 ᕷෆࡢᏛᰯࡣ㸪ᑠᏛᰯ㸶ᰯ㸪୰Ꮫᰯ㸳ᰯ㸪≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ㸯ᰯ㸪

┴❧㧗ᰯ㸯ᰯ࡛ࠋࡿ࠶ⶈ⏣ᕷࡣ㸪ⶈ⏣ᕷᩍ⫱኱⥘࡟ᇶ࡙ࡁ㸪ࠕᮍ

᮶ࡢᕼᮃࡀ㍤ࡿࡃࡘࢆࡕࡲࡃ ࡕࡲࡴ⫱ࢆᚰ࡞࠿㇏㸪࠸ྜࡧᏛࠕࠖ

࡟⫱Ꮫᰯᩍࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ⟇㸪㔜Ⅼ᪋࡚ࡋ࡜ᰕࢆࠖࡿࡃࡘࢆ

㸪ࡸኚ໬ࡢ㸪♫఍ࡵࡓࡢࡾࡃே࡙ࡍクࢆᮍ᮶ࡢ㸪ⶈ⏣ᕷࡣ࡚࠸࠾

ࢆ♏ᇶࡢ⩦㸪⏕ᾭᏛࡘࡘࡋព␃࡟ኚ໬ࡢඣ❺࣭⏕ᚐ࠺క࡟ࢀࡑ

ᇵ࠺࠸࡜࠺ほⅬࢆ㋃࠼ࡲ㸪ᇶ♏࣭ᇶᮏࡢᐃ╔ࢆᅗࡾ㸪ࠕ୺యⓗ࣭

ᑐヰⓗ࠸῝࡞Ꮫࡢࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔ࡿ࠶࡛ࠖࡧ඘ᐇ࡜ಶ

ᛶࢆఙࡿࡁ⏕ࠕࡋࡤຊࠖࡢ☜ᐇ࡞⫱ᡂࢆ┠ᣦࡋ㸪㇏࡞࠿ᚰࢆᣢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆᡂ⫱ࡢࡶ࡝Ꮚ࠸ࡋࡲࡃࡓ࡟㸪ᚰ㌟ඹࡕ

೺ᗣᩍ⫱ࡣ࡚࠸࠾࡟㸪௨ୗࡢⅬࢆ㔜Ⅼ᪋⟇࡚ࡋ࡜ᥖࠋࡿ࠸࡚ࡆ 

ձ ྛᏛᰯࡢඣ❺࣭ ⏕ᚐࡢ೺ᗣ࡟㛵ࡿࡍ⏕άᐇែࢆ᫂ࡋ࡟࠿ࡽ㸪

ㄢ㢟ࢆ᫂☜ࡓࡋ࡟೺ᗣᩍ⫱ࢆ㐺ษ࡟ᐇ㊶ࠋࡿࡍ 

ղ యຊྥୖ᥎㐍ጤဨ఍ࢆάᛶ໬ࡋ㸪ඣ❺࣭⏕ᚐࡢయຊࡸ㐠ື

⬟ຊࡢᐇែࢆ㋃ࡓ࠼ࡲ㸪㐺ษ࡞ᣦᑟయไࡢ඘ᐇࢆᅗࠋࡿ 

ճ ୰ᏛᰯṊ㐨࡚࠸࠾࡟㸪እ㒊ᣦᑟ⪅ࡢ༠ຊ➼ࡶᚓࡽࡀ࡞㸪ఏ

⤫ⓗ࠼⪄࡞᪉ࢆ⌮ゎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㸪యຊࢆୖྥࡢᅗࠋࡿ 

մ ࠕ᪩ᐷ࣭᪩㉳࣭ࡁᮅ࡝࡞ࠖࢇࡣࡈᇶᮏⓗ⏕ά⩦័ࡢ⫱ᡂࢆ

ᅗࠋࡿ 

յ ᚰ㌟ࡢ೺඲࡞ᡂ㛗ࢆ㜼ᐖࡸ≀⸆ࡿࡍႚ↮➼ࡢ᭷ᐖᛶࢆṇࡋ

 ࠋࡿࡍᡂ⫱ࢆຊุ᩿ࡿࡁ㸪᤼㝖࡛ࡋㄆ㆑ࡃ

ࠋࡿ࠸࡚ࡆᥖࢆ㔜Ⅼ㸦ᢤ⢋㸧ࡢ࡚ࡋ࡜඘ᐇࡢ㸪Ꮫᰯ⤥㣗࡟ࡽࡉ 

ձᰤ㣴ኈࡿࡼ࡟ㄪ⌮ᣦᑟࡿ࡞ࡽࡉࡢ➼⌮⟶⏕⾨ࡸ඘ᐇ ղᆅᇦ

ᨺࡢᕤኵ ճ㣗ᮦࡢ❧⫣ࡃᇶ࡙࡟ఏ⤫ᩥ໬ࡢ᪥ᮏ࡜⏝άࡢ≀⏘

ᑕᛶ≀㉁᳨ᰝࢆ⥅⥆ᐇ᪋ մ㣗≀ࡿ࠶ࡢ࣮ࢠࣝࣞ࢔ඣ❺࣭⏕ᚐ

པᡣᶵჾࡓࡋᚭᗏ յ⪁ᮙ໬ࡢᑐᛂ࡞㐺ษࡢ࡬ࠎಶࡧᢕᥱཬࡢ

  ⤥Ᏻᐃ౪ࡢ㣗⤥࡜࠼᥮࠸ィ⏬ⓗ㈙ࡢ

⤥㣗ࡣᑠ࣭୰඲㸯㸱ᰯࡀ⮬ᰯ⤥㣗࡚ࡗࡼ࡟ᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ᰤ㣴ᩍㅍࡀᕷෆᑠᏛᰯ࡟㸱ྡ㸪Ꮫᰯᰤ㣴⫋ဨࡀ୰Ꮫᰯ࡟㸱ྡࡣ

఩⨨ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐃᮇⓗ࡞㣗ᮦ᳨ウ㸪⊩❧᳨ウጤဨ఍ࢆᐇ᪋ࡋ㸪

㣗⫱᥎㐍ࡢ୰ᚰࢆᢸࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

３� 本校の概要�

� ᮏᰯࡣ㸪JR Ᏹ㒔ᐑ⥺ⶈ⏣㥐すཱྀ࿘㎶ࢆᏛ༊ࡴྵ࡟ⶈ⏣ᕷ୰ᚰ༡

ഃ࡟఩⨨ࡓࡲࠋࡿࡍ㸪ᅜ㐨 122 ྕ⥺ἢ࡟࠸❧ᆅࡋ㸪஺㏻㔞ࡶከ

ࡣ㸪ᅵᡭ࿘㎶ࢀὶࡀඖⲨᕝ࡟ࡃ㏆ࡄࡍ㸪ࡽࡀ࡞ࡾ࠶࡛ࢁࡇ࡜࠸

ᅗࡢ❧㸪ᕷࡃ㏆ࡶ᪋タࡢ➼ᗂ⛶ᅬ࣭ಖ⫱ᅬࠋࡿ࠶࡛࠿㇏ࡶ↛⮬

᭩㤋ࡀ㞄᥋ᩥࡿ࠸࡚ࡋᩍᆅ༊ࠋࡿ࠼࠸ࡶ࡜ಖㆤ⪅ࡢࡽ࠿Ꮚࡶ࡝

㸪༠ຊࡾ࠶ࡀゎ⌮ࡢ࡚ࡋᑐ࡟άືࡢ㸪Ꮫᰯࡃ㧗ࡶᮇᚅࡿࡍᑐ࡟

ⓗ࡛ࠋࡿ࠶PTA㸪ࡢࡌࡸ࠾఍➼ࡢάືࡶάⓎ࡛㸪ᖺ㛫ࢆ㏻࡚ࡋά

࠾࡚ࡅཷࢆㄆᐃࡢ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿࣘࠋࡿ࠸࡚ࡋィ⏬࣭ᐇ᪋ࢆື

ࡗ⾜ࢆάືࡢ➼ࡿ㏦ࢆࢺࢵࢿࢱࢫ࢝࡬Ⓨᒎ㏵ୖᅜࡸ㸪ㅮ₇఍ࡾ

ᓮග▼ࡢᡤ㛗࣮ࢱࣥࢭ㸪ඖJICAᮾிᅜ㝿◊ಟࡣ᫖ᖺᗘࠋࡿ࠸࡚

ኵẶࡢㅮ₇ࢆᐇ᪋ࡋ

㸪ᖹᡂࡣᮏᰯࠋࡓ 30

ᖺᗘࡣ๰❧50࿘ᖺࢆ

㏄ࠋࡿ࠼ 

 ４� 実践の概要 

  (1) య⫱ 

 ձ 㐠ືᮅ఍ 

 ẖ㐌㔠᭙᪥࡟㸪㐠ືᮅ఍ࢆᐇ᪋࡛࡜ࡇࡿࡍ㸪㐠ືࡢ࡬ព㆑ 

✀ࢀ࠿ศ࡟࡜ࡈᏛᖺࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࡅ࡙័⩦ࡢ㸪㐠ືࡵ㧗ࢆ

࡟≉ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㧗ࢆ࿡࣭㛵ᚰ⯆ࡢ࡬㸪㐠ື࡚ࡅࡘࢆኚ໬࡟┠

研究領域� （Ⅱ）� 教育課程�

第６分科会� 健やかな体�

研究課題� 健やかな体を育むカリキュラム・マネジメント�

視点�

②� 主体的，実践的な能力や態度を育む健康教育の推進�

提案者� � 蓮田市立蓮田中央小学校長� 小� 熊� � 孝 

研究ႀ֖　（Ⅱ）　教育ه程

ల˒໦ش会　͞࠲かなఘ　　　　

研究هఴ　͞࠲かなఘを育͚΃ς΅νρθ・ζΥΐιϋΠ

ণത　

Ӳ　৽ఘഎȄ৘கഎなෝႁ͞ఠ度を育͚ࢫ࠲教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　Ⴑ田市立Ⴑ田中央小学校長　　小　ࢣ　　　ߧ



－ Ķĳ － － ĶĴ －

᪂యຊࡢࢺࢫࢸ⤖ᯝࡾࡼ࡟㸪㧗࠸ࡓࡵయຊ࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ㸪඲

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡛ᰯ

ղ ࣮ࣝࢡࢫ࠸ࡍ࠸ࡍࠕ ࣮ࣝࢡࢫࢇࡾࡿࡃࠕࠖ  ࠖ

 㐠ືࡀⱞᡭ࡞ඣ❺

ࢫࠕࡢ㸪ಶู࡚ࡋᑐ࡟

㸪࡚ࡋᐇ᪋ࢆ࣮ࠖࣝࢡ

యຊࡸᢏ⬟ࡢᗏୖࡆ

⫱యࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

୺௵ࡀ୺ᑟ࡚ࡋ㸪Ὃ

ຊࢆ㧗ࡍ࠸ࡍࠕࡿࡵ

ࡃࠕࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࢆࡾࡀ㸪㏫ୖ࡟ࡳኟఇࡣ࣮ࠖࣝࢡࢫ࠸

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦᑟ࡟ࡳ᫨ఇࡸᴗ㛫ࡣ࣮ࠖࣝࢡࢫࢇࡾࡿ

ճ ᕷෆぶၿࢶ࣮࣏ࢫ኱఍ࡢ࡬ཧຍ 

ࡢ㸪ᕷෆ࡛✀୕ࡢ࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂࢺࣇࢯ㸪ࡁ㸪⥘ᘬࡧ㊴⦕  6

ᖺ⏕࠺ྜ࠸➇ࡀ኱఍࡟ཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 (2) Ꮫᰯಖ೺ 

ձ ṑࡢཱྀ࡜೺ᗣ࡙ࡾࡃ 

 ౛ᖺ㸪඲ᅜᑠᏛ⏕ṑࡁࡀࡳ኱఍࡟ཧຍࡋ㸪ṑࡢ೺ᗣព㆑ࢆ

㧗ࠋࡿ࠸࡚ࡵඣ❺ࡢಖ೺ጤဨ఍ࢆ୰ᚰ࡟㸪Ꮫ⣭࡟㸪ṑࢩࣛࣈ

㸪⤖ᯝࡋࢆ㞟⣙ࡀ㸪㣴ㆤᩍㅍࡅ࠿ࡧ࿧ࢆࢡࢵ࢙ࢳࡁࡀࡳṑࡸ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡏࡉ╔ᐃࢆ័⩦ࡁࡀࡳ㸪ṑ࡛࡜ࡇࡿࡍ⾲බࢆ

ղ 㣴ㆤᩍㅍࡿࡼ࡟ᩍ⫱┦ㄯ㸦ᚰࡢ೺ᗣ㸧 

  㣴ㆤᩍㅍࡾࡼ࡟ࢻࣥ࢖࣐ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࡢ㸪ಖ೺ᐊࡀಖㆤ

࡜௵ᢸࡸ㸪Ꮫᖺࡕᣢࢆ⬟ㄯᐊᶵ┦ࡿࡍᑐᛂ࡟୙Ᏻࡸࡳᝎࡢ⪅

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡟ࢬ࣮࣒ࢫࡀ㐃ᦠࡢ

ճ Ꮫᰯ་࣭Ꮫᰯṑ⛉་ࡢ࡜㐃ᦠ 

 ᵝ᳨࡞ࠎデ➼ࢆ㏻࡚ࡋ㸪ඣ❺ࡢ೺ᗣ࡚࠸ࡘ࡟ᆅᇦࡢ་ᖌ࡟

┦ㄯ࡛ࡿࡁయไࢆసࡾ㸪ᑓ㛛ⓗࡸࢫ࢖ࣂࢻ࢔࡞ᣦ♧ࡿࡅཷࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

(3) 㣗⫱ 

ձ ࡁ࣭ࡴ⓶ࡢࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺ  ࡁࡴࡸࡉࡢ㇋ࡽࡑ㸪ࢫ࣮ࣆ࣮ࣥࣜࢢ

 ⤥㣗࡛ᥦ౪ࡿࢀࡉ㣗ᮦࡢୗࢆ࠼ࡽࡋࡈ㸪ඣ❺࡛࡜ࡇ࠺⾜ࡀ㸪

㣗࡟㛵ࡿࡍព㆑࡜ᩱ⌮ࡢ࡬㛵ᚰࢆ㧗ࡿࡵᣦᑟ࡚ࡋ⥆⥅ࢆᐇ᪋

࠸ᢅࡸ㠃⏕⾨ࡿࡍ㛵࡟ୗ㸪㣗ရࡢᣦᑟࡢᰤ㣴ᩍㅍࠋࡿ࠸࡚ࡋ

㸪ᐇ㝿ࡧᏛ࡚࠸ࡘ࡟

ࡀ㣗ရࡢ㢮✀ࡌྠ࡟

ᙜ᪥⤥㣗࡛ᥦ౪ࢀࡉ

࡜ࡇ࠺ࢃ࿡ࢆࡧ႐ࡿ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡶ

ղ ⤥㣗ጤဨࡿࡼ࡟

㣗⫱ά  ື

 㧗Ꮫᖺࡢ⤥㣗ጤဨࡀ㸪㸯㹼㸱ᖺ⏕ྛᩍᐊࢆᕠᅇࡋ㸪㣗஦࣐

≀ᐇࡸ㸪ᅗࡀ⏕⣭ୖࠋࡿࡍᣦᑟ࡚࠸ࡘ࡟➼ᰤ㣴㸪೺ᗣࡸ࣮ࢼ

࡜ㄝ᫂࠸ࡍࡸࡋゎ⌮࡟❺ඣࡢ㸪పᏛᖺ࡛࡜ࡇࡿ࠼ᩍ࡚ࡗ౑ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

 ճ ぶᏊᩱ⌮ᩍᐊ 

  ኟఇࡣ࡟ࡳ㸪ⶈ⏣ᕷ

㣗⏕άᨵၿ᥎㐍ጤࡢ

ဨ఍ࡢጤဨࢆㅮᖌ࡟

ᣍ⪸ࡋ㸪ぶᏊᩱ⌮ᩍ

ᐊࢆ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋ

Ꮫᰯࡢᐙᗞ⛉ᐊࢆ฼

࡜ᩱ⌮ᩍᐊࡢ࡚ࡋ⏝

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇࡋᴦࢆ⌮ᩱࡢ㸪ぶᏊ࡛ࡃከࡶ㸪ཧຍᕼᮃ࡚ࡗ࠶

(4) ᆅᇦ࣭ಖㆤ⪅ࡢ࡜㐃ᦠ 

ձ ࠕ᪩ᐷ࣭᪩㉳࣭ࡁᮅࢇࡣࡈ  ࠖ

 Ꮫᰯ࡜ᕷෆ PTA

㣤ࡈ㸪ᮅࡋ㐃ᦠࡀ

ᦤྲྀ≧ἣ࣮ࢣࣥ࢔

ᖺࠋࡓࡋᐇ᪋ࢆࢺ

ᗘᮎࡣ࡟㸪࣮ࣜࣇ

㸪ࡋసᡂࢆࢺࢵࣞ

ᕷෆ඲ᰯ඲ᐙᗞ࡟

㓄ᕸࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ղ ࣐࣍ࢫ࣭࢖ࢱ࣮ࢣࠕ฼⏝ඹྠ

ᐉゝ  ࠖ

 ᮏᖺᗘࡣ㸪PTA㐃⤡༠㆟఍㸪ᰯ 㛗

఍㸪ᕷᩍጤࡀ㐃ᦠࡋ㸪࣭࢖ࢱ࣮ࢣࠕ

ࣞࣇ࣮ࣜࢆ฼⏝ඹྠᐉゝ࣐ࠖ࣍ࢫ

࣮ࢼ࣐⏝฼ࠋࡓࡋ㓄ᕸ࡚ࡋ࡟ࢺࢵ

㸪Ᏻ඲ࡾࡼ࡟࡝࡞౑⏝᫬㛫ไ㝈ࡸ

࡛೺ᗣⓗ࡞౑⏝ࢆ࿧ࠋࡿ࠸࡚ࡅ࠿ࡧ 

㸳� �とめと課題ࡲ

� ೺ᗣᩍ⫱ࡣ㸪඲ᩍ⛉࣭ ඲㡿ᇦࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡁ࡭ࡿࢀࢃ⾜࡚࠸࠾࡟

௨ୗࡢⅬ࡚࠸ࡘ࡟௒ᚋ◊✲ࢆ㐍ࠋࡃ࠸࡚ࡵ 

࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝(1)  ࡧᏛ࠸῝୺యⓗ㸪ᑐヰⓗ࡛ (2) ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐

(3) Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦࡢ㐃ᦠ 

ࡽࡉᏛ⣭ᣦᑟ㸪࡜⛉㸪ᩍࡾࡼ࡟ᕤኵ࣭ᨵၿࡢᵓᡂ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ 

㐃ᦠ࡜ᆅᇦάືࡸ⫱㸪ᐙᗞᩍࢇࢁࡕࡶࡣ㐃ᦠࡢ➼ጤဨ఍άືࡣ࡟

኱ࡿࡅ࠾࡟ᩍ⫱άືࡢࡽ࠿ࢀࡇ㸪ࡾ࠶࡛ࡁ࡭ࡍࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐㸪ࡋ

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞ࡁ


